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（百万円未満切捨て） 
１．平成23年３月期第３四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年12月31日） 
（１）連結経営成績（累計）                                                  （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円        ％ 百万円        ％ 百万円        ％ 百万円        ％

23年３月期第３四半期  205,646 15.9  25,057 416.1  23,337 384.8  19,420 918.7 
22年３月期第３四半期  177,449 △26.8  4,855 △7.1  4,814 41.4  1,906 ─ 

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

 円   銭 円   銭

23年３月期第３四半期 89.14 88.36 
22年３月期第３四半期 8.75 8.67 

 

（２）連結財政状態 

 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円   銭

23年３月期第３四半期 329,715 215,547 64.9 981.82 
22年３月期 331,476 207,006 61.9 942.41 

(参考)自己資本 23年３月期第３四半期 213,876百万円 22年３月期 205,321百万円 

 
２．配当の状況 

年間配当金    
 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期  末 合  計    

 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭   
22年３月期 ─ 5.50 ─ 5.50 11.00   
23年３月期 ─ 11.00 ─     

23年３月期(予想)    11.00 22.00   

(注)当四半期における配当予想の修正有無 ：無 

 
３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円     ％ 百万円     ％ 百万円     ％ 百万円     ％ 円   銭

通  期  270,400 10.9  31,000 190.2  29,600 175.1  25,000 85.1 114.76 

(注)当四半期における業績予想の修正有無 ：無 

 



４．その他  （詳細は、【添付資料】P.５「その他の情報」をご覧ください。） 
 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 
 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 
 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ：有 

② ①以外の変更 ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原

則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 
 

（４）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 23年３月期３Ｑ 229,544,820株 22年３月期 229,544,820株

② 期末自己株式数 23年３月期３Ｑ 11,707,371株 22年３月期 11,676,366株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 23年３月期３Ｑ 217,853,951株 22年３月期３Ｑ 217,884,697株

 
 
 

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短

信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了していません。 
 
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で
あると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は世界各地の政治経済環境の変化、為替レートの
変動、他社との競争状況、その他の様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
なお、業績予想に関する事項は、四半期決算短信【添付資料】P.４の「１．当四半期決算に関する定性的

情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期における世界経済は、アジア新興国経済の高成長に牽引される形で世界同時不況

の最悪期から緩やかに回復を続ける中、米国や欧州では景気回復が鈍化、また中国でも景気過熱

と不動産バブル防止を目指した政府の金融引き締め政策により成長スピードが鈍り、世界的に景

気回復ペースに減速の動きが見られるようになりました。わが国経済におきましても、急激に円

高が進行し約 15 年ぶりの高値水準で推移し続け、輸出関連企業において業績悪化や競争力低下の

懸念が強まり、輸出関連の株安が加速しました。また個人消費は政府の販売奨励策の効果もあっ

て自動車、家電製品など耐久消費財を中心に一時的に持ち直し基調を続けていますが、デフレが

長期化する中、持続的な回復には至っていない状況です。 

当社グループが主要な事業基盤とする分野においては、自動車業界では新興国市場を中心に販

売が堅調に推移し、米国でも販売復調の兆しが見られますが、わが国では政府の販売支援策「エ

コカー補助金」制度終了による反動減や円高進行による輸出の落ち込みが見られ、自動車メー

カー各社は生産調整を行い、また落ち込み緩和のための販促活動を強化している状況です。 

情報通信・セラミック関連事業の主要市場である半導体関連業界では、新興国ではパソコンや

携帯電話などの電子機器の需要は堅調に伸びていますが、欧米ではパソコン販売が鈍化している

など急激な需要回復が一段落して減速感が出始めてきています。 

このような状況のもと、当社グループの当第３四半期連結累計期間の連結売上高は 2,056 億 46

百万円（前年同期比 15.9％増）、営業利益 250 億 57 百万円（前年同期比 416.1％増）、経常利益

233 億 37 百万円（前年同期比 384.8％増）となり、四半期純利益は 194 億 20 百万円（前年同期比

918.7％増）となりました。 

△24

△4

50

11

58
79

67
59

104

△21

62

80

6

△18

92

60 59

47

67
77

116 14.7%

△4.1%

8.8%

10.4%

9.0%

1.9%

11.3%

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 第１四半期 第２四半期 第３四半期

平成22年３月期 平成23年３月期

単位：億円，％

営業利益 経常利益 当期純利益 売上高営業利益率

※US$及びEUROは平均対円為替レートを表しています。

525 595 655 706 703 648665

93円
83円

134円 133円
117円 111円 112円

86円92円91円97円 90円

133円 124円

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 第１四半期 第２四半期 第３四半期

平成22年３月期 平成23年３月期

単位：億円

連結売上高 US$ EURO

日本特殊陶業㈱　（5334）　平成23年３月期　第３四半期決算短信

―　2　―



〈自動車関連事業〉 

当該事業は、第２四半期以降の更なる円高により売上高が目減りしていますが、ブラジル、インド、

南アフリカなどの新興国を中心に出荷が堅調に伸びています。一方、逼迫した状況が続いていた生産

面においては落ち着きを取り戻しつつある状況です。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の連結売上高は 1,490 億 29 百万円（前年同期比 24.6％増）、

営業利益は 267 億 43 百万円（前年同期比 178.3％増）となりました。 
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〈情報通信・セラミック関連事業〉 

当該事業は、第３四半期に入り、主力製品であるＭＰＵ用ＩＣパッケージの需要減や円高影響によ

り売上高が大きく減少しています。そのため、生産拠点の集約など生産体制の見直しや合理化活動に

邁進し、収益確保に努めています。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の連結売上高は 532 億 99 百万円（前年同期比 3.4％減）、営

業損失は 18 億５百万円（前年同期は 48 億 72 百万円の営業損失）となりました。 
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※第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」を適用していますが、

上記セグメント状況は、過年度業績との比較観点より旧セグメント会計基準における事業セグメ

ントの状況にて記載しています。 

日本特殊陶業㈱　（5334）　平成23年３月期　第３四半期決算短信

―　3　―



 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

（資産、負債、純資産等の状況） 

 流 動 資 産 固 定 資 産 総 資 産 負 債 純 資 産

 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 

23 年３月期第３四半期 185,922 143,792 329,715 114,167 215,547 

22 年３月期 186,345 145,130 331,476 124,469 207,006 

当第３四半期末の総資産は、たな卸資産の減少などにより、前連結会計年度末比 17 億 61 百万円減

少の 3,297 億 15 百万円となりました。また負債は、主として買掛金の減少により、前連結会計年度

末比 103 億２百万円減少の 1,141 億 67 百万円となりました。 

純資産は、四半期純利益により、前連結会計年度末比 85 億 40 百万円増加の 2,155 億 47 百万円と

なりました。 

 

（キャッシュ・フローの状況） 

( 累 計 期 間 ) 
営 業 活 動 に よ る

キャッシュ・フロー

投 資 活 動 に よ る

キャッシュ・フロー

財 務 活 動 に よ る 

キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物

四 半 期 末 残 高

 百万円 百万円 百万円 百万円 

23 年３月期第３四半期 21,854 △15,666 △4,276 46,568 

22 年３月期第３四半期 17,842 △7,869 1,150 39,345 

営業活動によるキャッシュ・フローにおける収入は、前年同期比 40 億 11 百万円増加の 218 億 54

百万円となりました。業績回復により税金等調整前四半期純利益が増加したことが主な要因です。 

投資活動によるキャッシュ・フローにより支出した資金は、前年同期比 77 億 96 百万円増加の 156

億 66 百万円となりました。主として投資有価証券の取得による支出です。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、前年同期11億50百万円の収入に対して42億76百万円の支出

となりました。これは主として配当金支払によるものです。 

この結果、当第３四半期末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に対して為替相場の変動に

よる換算差額17億７百万円を引いた純額で２億４百万円増加し、465億68百万円となりました。 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

    平成 22 年 10 月 29 日に公表した業績予想数値に変更はありません。 
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２．その他の情報 

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

たな卸資産の評価方法 

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高は、第２四半期連結会計期間に係る実地棚卸高を基礎

として算定しており、実地棚卸は省略しています。 

法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

重要性の乏しい連結会社における法人税等の税金費用の算出に関しては、税引前四半期純利

益に前事業年度の税効果会計適用後の法人税等の負担率を使用して計算しています。 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

① 「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱

い」の適用 

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第 16 号 平成

20 年３月 10 日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務

対応報告第 24 号 平成 20 年３月 10 日）を適用し、連結決算上必要な修正を行っています。 

これによる損益に与える影響は軽微です。 

 

②資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第 18 号 

平成 20 年３月 31 日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第 21 号 平成 20 年３月 31 日）を適用しています。 

これによる損益に与える影響は軽微です。 
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 27,503 28,838

受取手形及び売掛金 47,670 46,237

有価証券 37,229 36,120

たな卸資産 57,814 59,720

繰延税金資産 6,775 7,108

その他 9,082 8,497

貸倒引当金 △153 △177

流動資産合計 185,922 186,345

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 45,441 49,136

機械装置及び運搬具（純額） 23,535 28,413

土地 15,200 15,291

建設仮勘定 1,470 571

その他（純額） 1,985 2,060

有形固定資産合計 87,633 95,473

無形固定資産   

のれん 40 145

ソフトウエア 5,752 6,257

その他 48 59

無形固定資産合計 5,841 6,462

投資その他の資産   

投資有価証券 46,158 38,894

繰延税金資産 2,699 2,749

その他 1,564 1,653

貸倒引当金 △103 △102

投資その他の資産合計 50,318 43,195

固定資産合計 143,792 145,130

資産合計 329,715 331,476
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 26,239 32,957

短期借入金 712 1,116

1年内償還予定の社債 2,666 2,666

リース債務 207 181

未払法人税等 1,491 1,369

繰延税金負債 79 109

その他 16,669 19,290

流動負債合計 48,065 57,691

固定負債   

社債 35,000 35,000

リース債務 778 849

退職給付引当金 17,543 16,796

負ののれん 53 65

繰延税金負債 11,306 12,701

その他 1,420 1,365

固定負債合計 66,102 66,778

負債合計 114,167 124,469

純資産の部   

株主資本   

資本金 47,869 47,869

資本剰余金 55,162 55,162

利益剰余金 133,811 117,985

自己株式 △15,040 △15,004

株主資本合計 221,802 206,013

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 10,475 12,082

為替換算調整勘定 △18,400 △12,774

評価・換算差額等合計 △7,925 △691

少数株主持分 1,670 1,684

純資産合計 215,547 207,006

負債純資産合計 329,715 331,476
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 177,449 205,646

売上原価 143,849 147,829

売上総利益 33,599 57,817

販売費及び一般管理費 28,744 32,759

営業利益 4,855 25,057

営業外収益   

受取利息 422 844

受取配当金 427 472

負ののれん償却額 22 12

持分法による投資利益 100 284

為替差益 129 －

その他 705 775

営業外収益合計 1,808 2,389

営業外費用   

支払利息 458 439

為替差損 － 2,416

休止固定資産減価償却費 877 844

その他 514 408

営業外費用合計 1,849 4,109

経常利益 4,814 23,337

特別利益   

固定資産売却益 237 81

特別利益合計 237 81

特別損失   

固定資産処分損 69 144

投資有価証券評価損 562 165

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 136

特別損失合計 632 447

税金等調整前四半期純利益 4,419 22,971

法人税、住民税及び事業税 2,200 3,277

法人税等調整額 141 42

法人税等合計 2,342 3,319

少数株主損益調整前四半期純利益 2,077 19,652

少数株主利益 170 231

四半期純利益 1,906 19,420
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 4,419 22,971

減価償却費 13,805 12,259

のれん償却額 120 99

退職給付引当金の増減額（△は減少） 574 765

受取利息及び受取配当金 △850 △1,316

支払利息 458 439

持分法による投資損益（△は益） △100 △284

固定資産処分損益（△は益） △167 63

投資有価証券評価損益（△は益） 562 165

売上債権の増減額（△は増加） △10,524 △4,428

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,402 △1,301

仕入債務の増減額（△は減少） 12,946 △3,038

その他 △1,068 △2,338

小計 18,774 24,056

利息及び配当金の受取額 859 1,218

利息の支払額 △317 △302

法人税等の支払額 △1,473 △3,117

営業活動によるキャッシュ・フロー 17,842 21,854

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の純増減額（△は増加） 2,193 793

有価証券の純増減額（△は増加） △2,106 4,624

有形固定資産の取得による支出 △4,620 △5,095

有形固定資産の売却による収入 414 136

無形固定資産の取得による支出 △1,883 △479

投資有価証券の取得による支出 △1,751 △16,456

投資有価証券の売却及び償還による収入 － 900

その他 △114 △88

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,869 △15,666

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △12,393 △358

社債の発行による収入 14,918 －

自己株式の取得による支出 △19 △36

自己株式の売却による収入 3 0

配当金の支払額 △1,207 △3,595

その他 △151 △285

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,150 △4,276

現金及び現金同等物に係る換算差額 628 △1,707

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 11,752 204

現金及び現金同等物の期首残高 27,593 46,364

現金及び現金同等物の四半期末残高 39,345 46,568
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（４）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

（５）セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

 自動車関連

事 業

情報通信・

セラミック

関 連 事 業

そ の 他 の

事   業
計 

消 去

又 は 全 社
連 結

 (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円)

売 上 高 119,610 55,161 2,742 177,513 (64) 177,449

営 業 利 益 又 は 営 業 損 失 ( △ ) 9,608 △4,872 119 4,855 － 4,855

 

【所在地別セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

 日 本 北 米 欧 州
その他の

地 域
計 

消 去

又は全社
連 結

 (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円)

売 上 高 152,136 36,789 38,345 31,640 258,912 (81,463) 177,449

営 業 利 益 5,625 164 1,844 2,082 9,716 (4,861) 4,855

 

【海外売上高】 

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

 北  米 欧  州 アジア その他の地域 計 

Ⅰ  海外売上高(百万円) 57,444 37,894 23,085 20,704 139,129 

Ⅱ  連結売上高(百万円)     177,449 

Ⅲ  連 結 売 上 高 に 占 め る 

海外売上高の割合(％) 
32.4 21.3 13.0 11.7 78.4 
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【セグメント情報】 

１． 報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となってい

るものです。 

当社は、製品別に事業本部を置き、各事業本部は、取り扱う製品について国内及び海外の包括

的な戦略を立案し、事業活動を展開しています。 

したがって、当社グループは、事業本部を基礎とした製品別のセグメントから構成されており、

セグメント情報においては「自動車関連」、「情報通信関連」及び「セラミック関連」を報告セグ

メントとしています。 

「自動車関連」は、スパークプラグや排気ガスセンサなど、主として自動車に組み付けられる

部品の製造販売を行っています。「情報通信関連」は、ＭＰＵ用ＩＣパッケージをはじめ、移動

体通信、各種ＯＡ機器、自動車部品などに使われる各種パッケージや多層回路基板等の製造販売

を行っています。「セラミック関連」は、切削工具、産業機器部品及び医療用機器の製造販売を

行っています。 

 

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日) 

（単位：百万円） 

報 告 セ グ メ ン ト  

自 動 車 

関 連 

情 報 通 信

関 連

セラミック

関 連
計 

そ の 他

( 注 ) １
合 計 調 整 額 

四半期連結

損益計算書

計 上 額

( 注 ) ２

売上高 149,029  36,139 17,159 202,328 3,318 205,646 －  205,646

セグメント利益又は 

損失(△) 
26,743 △2,711 906 24,938 119 25,057 －  25,057

(注)１「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、材料売上、福利厚生

サービス業及び運送業等を含んでいます。 

２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しています。 

３ 当第３四半期連結累計期間を前第３四半期連結累計期間と同じ事業区分とした場合、自動車

関連事業の売上高、営業利益は、上記報告セグメントにおける自動車関連の売上高、セグメ

ント利益と同額となり、情報通信・セラミック関連事業の売上高、営業利益は、上記報告セ

グメントにおける情報通信関連及びセラミック関連の売上高、セグメント利益（損失）を合

算した額になります。 

 

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第 17 号 

平成 21 年３月 27 日公表分）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第 20 号 平成 20 年３月 21 日）を適用しています。 

 

 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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